
 

 

2016年12月1日 

報道関係各位 

島根県鹿足郡津和野町 

シャープ株式会社 

高齢者の見守りに加え、買い物や健康的な食生活を支援 

島根県津和野町で高齢者支援の実証実験を開始 

 島根県鹿足郡津和野町(町長：下森博之。以下、津和野町)とシャープ株式会社(本社：大阪府堺市、

社長：戴正呉。以下、シャープ)は、共同で高齢者の見守り、買い物や健康的な食生活のサポートを

行う実証実験を、本年12月より開始します。 

 津和野町は、町内における65歳以上の人口比率が45.7％※１と全国平均※２を大きく上回っており、

高齢者が健康的に自立した生活を送ることができるまちづくりが喫緊の課題となっています。

本実証実験は、津和野町在住の高齢者50世帯を対象に、シャープの商品やソリューションを活用した

下記の3つのサービスを提供し、高齢者の暮らしをサポートします。 

１．見守りサービス 

実証実験協力世帯のテレビの使用状況をクラウドでモニタリング。その日初めてテレビの電源を

入れたときや24時間操作がない場合などに、あらかじめ登録した親族のメールアドレスに状況を

通知します。 

２．買い物支援サービス 

テレビ画面に映るオペレーターを通じて食材などの注文が簡単に行えます※３。電話やFAX、メール

でも発注可能です。注文した商品は、宅配便で翌日届けられます。 

３．食生活サポートサービス 

「ヘルシオホットクック※４」を高齢者世帯や公民館に配布。水を使わず、食材に含まれる水分

だけで調理するので、より多くの栄養素を残して、健康的な調理が可能です。さらに、簡単に

調理ができる食材パックを地元事業者が開発・提供し、食生活をサポートしてまいります。 

 津和野町とシャープは、本実証実験を通じて、高齢者が健康的に生活を送ることができるサービスの

構築、家族や地域が無理なく高齢者を支える仕組みづくりを目指してまいります。 

■ 実証実験の概要 

１．対 象：津和野町在住の高齢者(65歳以上の単身者または夫婦を中心とした世帯)50世帯 

２．期 間：2016年12月6日～2017年2月28日 

３．内 容：実証実験協力世帯に見守り、買い物支援、食生活サポートサービスに必要な各種

機器を設置(津和野町から貸与)。実証実験協力世帯の家族などと連携し、高齢者の生活を

支援します。 

※１ 津和野町調べ（2016年9月末現在）。 
※２ 27.1％。出典：総務省統計局「人口推計」(2016年6月1日現在)。 
※３ クラウド型WEB会議システム「TeleOffice」を応用。 
※４ 下ごしらえをした食材と調味料を入れるだけで、水を使わずに簡単に調理が出来る「水なし自動調理鍋」。 
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サービス概要
①見守りサービス

テレビに専用機器を接続し
電源入切の情報を検知、
遠隔地の親族にお知らせ
するサービス

②買物支援サービス
当社TeleOfficeを使い、
役場のオペレーターと
会話をしながら買物が
出来るサービス。

③健康増進サービス
ホットクックを高齢者宅等へ
配布、健康食材を地元業者が
開発、ヘルパー等がサポート
するサービス。
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自治体からホットクック配布



アクティブシニア総活躍事業
ご紹介

2016年12月7日

シャープ株式会社

＋

アクティブシニア総活躍事業とは

１

津和野町様とシャープで事業内容を検討、
ＩＴ＋アクティブシニアが造る事業で町を動かす！

１．高齢者世帯見守り・買物支援事業をベースに確立(社会福祉的価値)
２．新会社設立による自助自立運営(事業の持続可能性が必要)
１．高齢者世帯見守り・買物支援事業をベースに確立(社会福祉的価値)
２．新会社設立による自助自立運営(事業の持続可能性が必要)

■地域課題解決■

ことが第一義

■地域課題解決■
高齢化対策として見守り事
業及び買物不便を解決する
ことが第一義

■持続可能な町作り■■持続可能な町作り■
公共性・公益性・福祉事業
的な見地から町作りには欠
かせない取り組みとして
第三セクターの推進が必要。
⇒総務省
『経営健全化指針』に準拠

■ｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱの活躍■

が高齢者をリード

■ｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱの活躍■
●高齢者向け事業
・新規事業の立ち上げ
・高齢者による高齢者
への生活ｻｰﾋﾞｽ事業
⇒雇用拡大に繋がる

・アクティブシニア
が高齢者をリード

【概要】

平成28年度 津和野町まち人仕事総合戦略を具体化するため
総務省『地方創生加速化交付金』を元に行う事業
平成28年度 津和野町まち人仕事総合戦略を具体化するため
総務省『地方創生加速化交付金』を元に行う事業

３．アクティブシニア＋ＩＴで新しい事業を創出(健康増進と雇用拡大)３．アクティブシニア＋ＩＴで新しい事業を創出(健康増進と雇用拡大)

【目的】

売上至上では無く売上見込少
収益的には▲の懸念大
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テレビ見守り・買物支援事業の取組み

■これまでの経緯■
地域おこし企業人

出向
（2015年11月～）

【取組内容】
・１２地区まちづくり
委員会・会長への説明
・各地域公民館・館長
への説明会

・関連部門へのﾋｱﾘﾝｸﾞ
介護・支援・医療関係
社協等
商工会、津和野、日原
各地域店舗
シルバー人材センター
ファンディングベース、
バルーン
シルクウェイ
町議会議員

検討プロジェクト
発足

（2016年1月）

【参加部門】
・健康福祉課
・医療対策課
・商工観光課
・つわの暮らし推進課

【検討内容】
＜見守り＞
・システム検証
・現状体制との調整
・運用体制の確認、調整

＜買物支援＞
・システムの確認、検証、
修正
・運用体制構築に向けた
交渉

実証実験概要確定

（2016年3月）

【概要】

①対象世帯 ： 50世帯
②対象地域 ：全地域選定
③期間 ： 7～9月
④費用 ：町全額負担
※詳細は後記にて説明

【システムの個別説明】
まちづくり委員会会長
自治会長
町会議員
各地域の役員等

・日原／津和野エリア
買物事業者説明会実施

・地域店舗への個別説明

実証実験準備

（2016年4月～）

【概要】

・コンシェルジュ着任

【システム説明会実施】
・各地域まちづくり委員
総会、自治会総会、
各地域民生委員総会、
津和野民生委員総会
・町議会議員への説明

・買物事業者選定

・配送事業者選定

・実験運営方法検討

・高齢者宅現地調査の
スタート

サービス導入住宅（高齢者）

保安器
分配器 ＳＴＢ

告知端末

光ＢＯＸ

ＩＰ電話機

テレビ見守りサービスの検討及び実証実験概要

導入システム

実証実験対象世帯実証実験対象親族世帯

スマート
フォン

みまもり
レポート

運用イメージ
②みまもりレポート ①テレビの電源ＯＮ/ＯＦＦ信号発信

操作
不要

みまもりサーバーメール

③安否確認 ④－１ 確認出来れば完結

近隣住民

自治会・組長

民生委員 他

④－３ 現地確認

④－４ 現地報告

④－２ 確認出来なければ現地担当に確認依頼

期待される導入効果

①テレビの電源情報から高齢者の生活リズムを検知出来るので関係者の安否確認の効率化が図れます。
②親族世帯の不安解消・コミュニケーションの活性化により健康への気遣い等で孤独死の抑制につなげます。

３

利用主体



ご相談窓口

テレビで注文を伺
います

テレビの画面がお
買い物画面に！

呼出中

注文商品を
ピックアップ

地元の販売業者
様からお届け

知っている支援員

の方がテレビにで
てきて安心です。

買物支援---高齢者宅での発注の流れ

①高齢者との会話を通しお買物をサポート
②買物以外の相談にも対応、お話の相手にも
③販売店との情報連携、関連部門への指示/コントロール

■コンシェルジュの役割

導入システム

買物支援サービスの検討及び実証実験概要

５

食品・日用品買物
（移動販売）

食品・日用品買物
（宅配）

高齢者ニーズ

実証実験対象世帯
サービス案内

受注・発注

Ａ社（移動販売）
商品提供・現金支払

対応業者

カタログ作成

発注

【新設】
つわのコンシェルジュ
センター（仮称）

かんたん
接続

Ｂ社（買物代行宅配販売）
商品提供・代引支払

■業務内容■

発注

受注

受注

期待される導入効果
①高齢者はオペレーターとの会話で簡単お買物 ③高齢者は買物以外の相談が出来る
②高齢者は欲しい商品を注文・届けてもらえる

納品・手配等

相手の顔
が見える

サービス導入住宅（高齢者）

保安器

分配器 ＳＴＢ

告知端末

光ＢＯＸ

ＩＰ電話機

運用イメージ

マイク



テレビ見守り・買物支援事業の進め方

■実証実験から本サービスまでの流れ■
実証実験開始

2015年7月～9月
親族へのご案内
プレス発表

事業中間検証

【概要】

①利用状況の検証
②運用方法改善検討
③システム改善検討
④本サービス課題整理

2016年9月

本サービス検討

【概要】

①サービス内容の確立
②運用方法の確立
③協力事業者の確定
④新規ビジネスの検討

2016年10月～12月

本サービス開始

【概要】

①プレオープン期間（ １～
３月）に販促策で固定
客確保
②４月正式サービス開始

2017年1月～

■現在把握している課題・方向性■
■ ■■ネット利用料■

【課題】
●費用負担が大きい
●使用した感が少ない

【検討】
●用途限定割引
●生活弱者の救済

■操作・運用■■操作・運用■

【課題】
●対象機種外テレビ

【検討】
●ご近所サポーター
●代用システム利用

■財源・収益■■財源・収益■

【課題】
●収益は望めない？

【検討】
●福祉事業としての
役割と事業費補助

【新事業案】ホットクック物販販促

【対象】テイクアウト事業・物販事業（住民・観光客）
●繁忙期にアクティブシニアとスポット契約
●テイクアウト商品をプロの調理とヘルシオの調理で試食品を食べ比べ
●プロの調理が好みであれば、外食部門への誘導へ
●ヘルシオの調理が好みであれば、料理教室の紹介
●出来高に応じて継続雇用等のインセンティブも

ヘルシオの味

アクティブシニアが実演

プロの味

Ｖｓ

素人には
負けれんわぁ。

手軽に
作れるわぁ。

外食部門へ誘導 健康料理教室へ誘導 物販へ誘導
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